予算要求資料
平成31年度当初予算　支出科目　款：衛生費　　 項：医務費　 目：健康増進対策費
	事業名　森林を活用した健康づくり推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

健康福祉部　保健医療課　健康増進係　電話番号：058-272-1111（内線2548）
　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp 　
１　事業費　　2,911千円（前年度予算額：3,130千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財 産収 入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	3,130
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,130

	要求額
	2,911
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,911

	決定額
	2,911
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,911


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
平成３７年には、いわゆる「団塊の世代」が全て75歳以上となる「超高齢社会」を迎え、医療・介護のニーズもピークに向かう。

社会保障給付は、高齢化とともに今後も急激な増加が見込まれ、税・社会保険料といった国民負担の増大、特に、医療・介護分野における給付の増加が顕著である。７５歳以上人口は、６５～７４歳人口に比べて一人当たりの医療費・介護費が高く、さらに、一人当たりの国庫負担で見ると、医療で約４倍、介護で約９倍と大きく増加する。

社会保障制度改革は、国民皆保険を維持するため、団塊の世代が後期高齢者になりはじめる直前の平成３２年度までに受益と負担の均衡がとれた持続可能な制度を構築することを目的として進める必要がある。
県では、累増する社会保障関係経費（H17:671億円→H29:1,234億円）の抑制を図り、日常生活に制限なく暮らすことができるよう県民の健康寿命を延ばすため、心と身体の健康づくりに活かす健康づくり運動を展開する。

（２）事業内容

　　下呂市萩原町四美地区に所在する南飛騨健康増進センターを健康づくり拠点施設として、広大な森を活かしたオリエンテーリングや各種体験講座を楽しみながら、心と体の健康維持、病気の予防を推進する。
　　「森を楽しむ健康講座」開催事業（2,911千円）
・センターにおいて、県民の健康づくりを促進するため、森林浴にそば打ちなどの食体験とネイチャークラフトなどの創作体験を組み合わせた「森を楽しむ健康講座」を年間１９回実施
・上記のうち６回分については、日帰りバスツアーを開催し、様々な地域からの参加を促す。（発着地：岐阜圏域、西濃圏域、中濃圏域、東濃圏域)
・上記のうち１回分については、下呂温泉宿泊バスツアーを開催し、地域観光資源を活用することで、集客の相乗効果を図る。
・2020年に開催される「ねんりんピック」を目標として、2019年10月に実施予定のオリエンテーリング大会で運営をする地元のスタッフを育成する。
（３）県負担・補助率の考え方

　　　県10／10
（４）類似事業の有無

　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額（千円）
	事業内容の詳細

	報償費
	798
	「森を楽しむ健康講座」講師への報償費

	旅費
	296
	「森を楽しむ健康講座」講師への旅費

	委託料
	1,782
	・オリエンテーリングスタッフ養成に係る経費

・バスツアー開催に係る費用

	保険料
	35
	・バスツアー開催に係る保険料

	合計
	2,911
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　南飛騨健康増進センターの知名度・魅力を高め、老若男女多くの県民に利用される施設とするとともに、南飛騨の地域特性を活用した県の健康増進の拠点施設とする。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　県の健康増進の拠点施設としての機能を果たしているかどうかの指標は、単に利用者数だけでは判断できないため。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　県民の健康づくりを促進するため、森林浴に食体験や創作活動体験を組み合わせた「森を楽しむ健康講座」を年間１９回開催（内、７回バスツアー内での開催）
＜バス事業実績＞
運行日
講座内容
申込者（人）
参加者
（人）
応募総数
当選者
H30. 7.13
森林浴、そば打ち、草花を描く
32
32
32
H30. 8. 3
森林浴、うどんづくり
19
19
19
H30. 8.24
森林浴、うどんづくり
15
15
11
H30. 9. 8
森林浴、うどんづくり
45
45
35
H30. 9.28
森林浴、そば打ち、薬草カフェ
23
23
20
H30.10.12
森林浴、そば打ち、草花を描く

17
17
16
H30.9.10～11
【宿泊】森林浴、そば打ち、小坂の滝散策、ひめしゃがの湯
12
12
11



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　参加した多くの方から、体験講座に満足した旨の声をいただいたが、センターのことを知らなかった方が多く、知名度の低さが浮き彫りとなった。また、課題や提案等もいただいており、来年度は当該提案等を踏まえたプラン設定等を検討していくとともに、積極的な施設のＰＲ行うことで、利用者増加につなげていく。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	心と体の健康維持や病気の予防の推進による県民の健康寿命の延伸に資するなど、県の健康づくりの拠点施設として活用していく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　センターの知名度が低いという課題はあるが、健康体験講座に対する県民の満足度は高く、平成３０年度バス事業についても多くの方の申込・参加をいただいている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　地元関係者を会員とした「南飛騨健康増進センターあり方検討会」などにおいて、事業の実施方法等に関し意見交換等を行っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　センターの知名度を向上させるための積極的なＰＲを実施するとともに、センター単発ではなく、民間の知恵や南飛騨地域の特性・資産等を活用した誘客事業を行う必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　更なる誘客のため、知名度向上のための積極的なＰＲや魅力ある健康体験講座の設定、民間の知恵や南飛騨地域の特性・資産を活用した誘客事業などに取り組んでいく。


